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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
 Cosmos Newsletter on EMC & Safety 2020-04-01 No. 118 

 
 

IEC: 規格解説: CISPR 32 Ed. 2 修正 1 (2019-10) マルチメディア機器–エミ

ッション要件(1/2) 
 CISPR 32 Ed. 2.0 修正 1 (2019-10) マルチメディア機器の電磁両立性 – エミッション要件

 が、2019-10 付で発行された。この修正 1 の主な内容を紹介する。 

 「測定計装の不確かさは、適合遵守の決定の考慮に入れない」という既存の規定が大幅に書

き換えられた。試験ラボの不確かさが CISPR 16-4-2：2011 / AMD2：2018, 表 1 の Ucispr の値

よりも大きい場合は、両者間の差により必要な試験結果の調整を行い、それが規定限度値を

超えてはならないことと、規定された。 

 「C.2.2.2 放射エミッション測定用のアンテナ」での変更 

従来、CISPR 32 は、アンテナ校正要件について ANSI C63.5 を参照していた。本版では、

「アンテナ校正は、CISPR 16-1-6：2014 / AMD1：2017 の手順を使用し、CISPR 16-1-5：2014 

/ AMD1：2016 で定義されている施設を使用すること」と、変更された。  等々 

 

UNECE: 第 82 回内陸輸送委員会総会: 車両規制の最新動向 
 車両の自動化に関して、以下の事項が報告された:  

 WP.29 の再構築、及び自動化/自律および接続された車両に関する作業部会 GRVA の設立 

 自動化/自律車両に関するフレームワークドキュメントを作成 

 4 つの新しい非公式ワーキンググループ（IWG）の設立 

 

USA: FCC: KDB: 供給者適合宣言（SDoC）を利用した、RF デバイスの認可

手順は？ 
SDoC の利用による RF デバイスの認可手順に関する質問と回答 

 一つの最終製品にデジタルロジック回路などの非意図的放射機器、及び意図的放射機器両者

を組み込んでいる機器（複合システム機器）に関しては、非意図的放射機器の部分は、通常

「SDoC」又は「証明」のいずれかで認可される、他方、その機器に組み込まれる無線送信機

などの意図的放射機器には、一般的に「証明」が要求される。機などの意図的放射機器に

は、一般的に証明が要求される。 

 

EU: EMC 指令: 整合規格のサマリーリスト公表 2020/03/06 付け 
 2020/03/06 付けで EMC 指令の 整合規格サマリーリストが EU サイトに掲載 

 

EU: 無線機器指令(RED): ソフトウェア無線機 関連委任法行為意見募集 
第 3 条(3)(i)、および第 4 条に関する更新 (ソフトウェア無線機関連委任法行為) 

 EU 当局は、一般市民と利害関係者にデータ収集実施に貢献するようお願いする。このデー

タ収集に基づいて、欧州の単一市場向けに承認された再構成可能な無線システムが、新規ま

たは変更されたソフトウェアのインストール後も無線機器指令に準拠し続けることを保証す

る委任法行為を作成する参考にする 

 

中国: SRRC: 工業情報化部が中国電信等三社に 5G システムの室内周波数の

共同使用を許可 
工業情報化部が中国電信、中国聯合通信、中国広電に 5G システムの室内周波数の共同使用

を許可 

 全国において 3300~3400 メガヘルツの周波数帯を室内での 5G カバレッジに使用することに

同意した。 
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社長の独り言 
 

 

 

令和 2 年 3 月 23 日 
濱口慶一 

 
日本全国にコロナウィルスが蔓延し、人の集まりや移動もかなり制約されています。不明なところが

多いので対応の仕方が分からず、皆様も苦労されているように思います。そのような中でコスモス塾

も延期せざるをえなくなりました。皆様にご迷惑をお掛けして申し訳ない思いで一杯です。 
 
弊社の業務にもコロナウィルスの影響は大きく、外国の認証機関の監査の延期、監督省庁の通達もあ

るのですが、国内企業への訪問なども少し控えているため、予定を大幅に変更しなければならないケ

ースが生じ始めています。米国カリフォルニア州サンタクララに在住の友人から届いたメールでは、

外出は基本的に禁止、食料を購入に出かけることしか許されない、ほとんどの企業は在宅勤務のよう

です。データ通信網が高度に発達している米国だからできた対応だと思います。在宅勤務で対応され

ているお客様もいらっしゃると思いますが、日本国内ではまだまだ通信回線の容量やスピードが米国

並みになっていない地域や設備のところがあります。 
 
コロナウィルスの騒ぎで思い出したことがあります。私が以前勤めていた会社では、社員が風邪をひ

いても、「這ってでも出社しろ」と言われていました。幸い、私は風邪やインフルエンザにかかったこ

とが滅多になかったのですが、東京での勤務中に JR の労働争議でストライキが決行された時、今日

は JR のストだ、休めるぞと気が緩んだところ、歩いてでも来なさいと通達が出て、線路道を歩いて

出社する羽目になったこともあります。現在ではそれはパワハラとして厳禁ですが、大戦後の引揚兵

士の家に生まれた私は、少年期に父親に少しでも怠け姿勢と思われたら即、ピンタやひしゃく（水の

入るところがアルミのタイプ）でどつかれた経験があり、その頃と比べて状況は大きく変わったもの

だなと思います。 
 
弊社では高トレーサビリティを確立した成果物を提供できるように、体制や書式の改良に取り組んで

います。サイレントチェンジや日本独特の生活習慣からくるリスクを少しでも排除するための製品評

価を依頼業務の中で確立したいとの思いに、社員が動いてくれているので大いに期待しています。 
 
ここで書いて良いものかと思うのですが、当社のスタッフの力量を向上させるには、実際に企業で設

計開発や製品安全の担当をされていた方達の豊富な経験や知識が必要と考えています。読者の皆様に

定年退職後も製品安全業界に関わりたい方がおられましたらぜひご連絡下さい。東京地区、関西地区、

松阪本社での勤務で、営業職や、ソフト開発要員（将来の AI 技術利用のため）も募集中です。 
 
趣味の日本蜜蜂の養蜂ですが、5 群の中の一群が消滅（多分アカリンダニによる）、4 群が無事に越冬

しました。それとお呼びでない西洋蜜蜂が勝手に巣箱に入りましたが、彼らも厳しい冬を乗り切った

ようで、巣箱からの元気の良い出入りが確認できます。日本蜜蜂の専門家によれば、西洋蜜蜂の自然

越冬は非常に珍しく、一度 VTR に収めたいと自宅訪問を受けたことがあります。趣味の養蜂家も私の

年齢に近い方が増えて、私と同じように養蜂をしたいと思う方が沢山増えたせいか、保健所への登録

が役所を通じて厳しくなってきました。今までのように巣箱に勝手に入ったという訳にはいかず、日

本蜜蜂、西洋蜜蜂の種別、群数、置き場所、巣箱のタイプなどの情報の記述が必要になります。でも

役場から申請して下さいと連絡通知が来るのは、うっかり忘れたということが無くなるので良いこと

だと思います。気候も良くなり、暖かくなってきて春特有の分蜂の時期ですので、巣箱に入ってくれ

ることを祈って数箱を自宅近くに置きたいと計画しています。 
 
さて、まもなく 4 月になります。会社の近くにある早咲きの桜は既に緑の若葉に変わり、ソメイヨシ

ノは 1 分咲き位で、4 月最初の週当たりが満開になりそうです。一刻も早く今回のコロナウィルスの

事態が終息することを願っています。 
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